
今週の注目材料＝米小売売上高は堅調維持へ

　17日に10月の米小売売上高が発表されます。米国のGDPの約7割を占める個人消費の動

向を示す重要な指標だけに、注目度の高いものとなります。

　前回9月の小売売上高は前月比+1.9％と事前予想の+0.8％、8月の+0.6％を大きく上回

る力強い数字となりました。米国の小売売上高は新型コロナウイルスの感染拡大を受け

たロックダウンの影響などから3月の-8.7％、4月の-14.7%と大きく落ち込み、その後5

月の+18.2％、6月の+8.4％と大きく回復(いずれも改定値)。その後は7月の+0.8％、8月

の+0.6％と動きが落ち着きましたが、9月に入って予想外に伸びが強まった格好です。

　なお、変動の激しい自動車を除くコアは+1.5％と、こちらも予想の+0.4％、8月の

+0.5％と比べて強く出ています。

　内訳をみると主要13項目のうち12項目が前月比で増加するなど、広範な伸びがあった

ことがわかります。

　こうした好調な個人消費動向は、米経済の回復に向けた動きへの信頼感につながって

います。個人消費動向に強い影響を与える米雇用統計は、6日発表の10月分の非農業部

門雇用者数が前月比+63.8万人と、予想を超える伸びを示しており、今回の小売売上高

も堅調な数字が期待されるところです。

　こうした状況を受けた今回の予想値ですが、前月比+0.5％、自動車を除くコアが

+0.6％とやや落ち着いた数字が見込まれています。

　米国では9月後半ぐらいから新型コロナウイルスの感染第3波の流れが強まり、累計の

感染者数が1千万人を超える状況に。特に10月に入って1日当たりの新規感染者数がこれ

までのピークであった7月を超える水準にまで深刻化しています。

　こうした状況は消費にも影響を与えているとみられ、やや落ち着いた伸びという予想

につながっています。

　また前回の力強い伸びについては、失業給付の上乗せの影響もあります。7月末で新

型コロナウイルス対応での週600ドルの失業保険上乗せ給付が失効。トランプ大統領は

大統領令により週300ドルの一時的な措置を講じました(実際に実施するのか、またス

タート時期をいつにするのかは州政府の決定事項)。この上乗せについて当初は採用す

る州が少なかったのですが、9月に入って大規模に始まっており、消費を押し上げたと

見られます。

　ただ、その財源の問題もあって、今後の縮小が見込まれており、消費が抑制される動

きにつながりそうです。

　こうした状況を考えると、今回の前月比+0.5％という予想は適度といった印象。た

だ、新型コロナウイルス感染拡大の影響は不透明で、予想以上に売り上げが落ち込んで

いる可能性はあります。その場合、リスク警戒感からの円高が進むとみられ要注意で

す。

　米国以外では19日のトルコ中銀金融政策理事会が注目を集めています。

　トルコはエルドアン大統領が7日にウイサル中銀総裁を解任。ナジ・アーバル前財務

相が新総裁に就任しました。また、大統領の娘婿であるアルバイラク財務相が8日に辞

2020年11月16日

株式会社ミンカブ・ジ・インフォノイド

東京都千代田区神田神保町3-29-1



任しており、通貨当局者が一気に交代する格好となっています。

　対ドルでの史上最安値を連日のように更新するトルコリラの状況を改善できなかった

ことがウイサル総裁の解任につながったと見られます。

　アーバル新総裁は就任後に、今後は物価対応に焦点を定めると発言しています。その

ため、新総裁の下での初の理事会となる今回の会合では市場は利上げを期待していま

す。

　見通しがある程度分かれていますが、見通しの中央値は14.25％と、現行の10.25％から

一気に4％の利上げ見通しとなっています。専門家の中には15％を超えるところまで

金利を引き上げるという見通しも多く見られます。

　ただ、就任後今年の5月まで利下げを続けてきたウイサル総裁が、物価上昇を受けて9月

に約2年ぶりの利上げに踏み切ったことが、低金利志向の強い大統領の不興を買って今

回の解任につながったという見方もあります。

この場合、新総裁もある程度は大統領の意向をくんで、利上げ幅を抑えてくる可能性が

あります。期待ほどの利上げがないもしくは金利据え置きなどの状況が見られると、一

気のリラ売りもあるだけに、要注意です。
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